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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 電子回路学

英文授業科目名 Circuit Analysis

開講年度 2005年度 開講年次 ３年次

開講学期 ５学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-学科専門科目-選択科目

開講学科・専攻 情報通信工学科

担当教官名 小島　年春

居室 総合研究棟１０１９

公開E-Mail 授業関連Webページ

kojimax@ice.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

(a)主題：

テレビ・コンピュータ・携帯電話等の情報通信機器におけるハードウェアの

主要部分はトランジスタやFET(Field Effect Transistor)を基本素子とする

電子回路である。実際の情報通信機器には、数多くの微細な電子回路が組み

込まれた大規模集積回路(LSI: Large Scale Integration)が使われている。

この科目では、これらの基本となっている、増幅器等のアナログ電子回路と、

論理回路やメモリ等のディジタル電子回路の原理と回路設計のための、基本

知識を学ぶ。

 

(b)達成目標：

トランジスタとFETの動作原理とそれらを用いた電子回路の基礎知識を身に

つけた上で、基本的なアナログおよびディジタル電子回路の解析・設計を

行う応用力を身につける。

【前もって履修しておくべき科目】

応用数学、回路・システム学第一、回路・システム学第二

 

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

関数論、論理回路学
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【教科書等】

教科書：末松安晴・藤井信生監修「電子回路入門」（実教出版）

 

【授業内容とその進め方】

(a) 授業内容

第１ステップ：半導体の性質とｐｎ接合の物理を理解し、ダイオード、トランジ

　　　　　　　スタ、ＦＥＴ（電界効果トランジスタ）の動作原理を学ぶ。

第２ステップ：トランジスタ、ＦＥＴの基本動作と特性を理解し、それらの等価

　　　　　　　回路、４端子回路表現（ｈパラメータ）を学ぶ。

第３ステップ：増幅回路の基本知識として、増幅動作に必要なバイアス回路、ＣＲ

　　　　　　　結合増幅回路、負帰還増幅回路、演算増幅器、大電力増幅器、の原

　　　　　　　理と特性および回路設計法の基礎を学ぶ。

第４ステップ：高周波回路、発振回路、変復調回路の基本原理を理解する。

第５ステップ：ディジタル回路の特徴を理解し、パルス回路、スイッチ回路、論理

　　　　　　　回路（ＡＮＤ回路、ＯＲ回路、ＮＯＴ回路など）、記憶回路（フリ

　　　　　　　ップフロップ回路等）の基本原理を学ぶ。

 

(b) 授業の進め方：

　電子回路は、自分で実際に解析したり、設計してみることで、はじめて深く理解

することができる。従って、適宜演習・宿題を課しながら進める（レポート用紙、

電卓を必ず持参のこと）。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a) 評価方法：

　　試験および演習・宿題の結果を、次のように総合評価する。

　　成績評価　演習・宿題　20％

　　　　　　　　中間試験　40％

　　　　　　　　期末試験　40％

　　ただし中間試験が行われない場合は期末試験を80％とする。

 

(b) 評価基準：

　　以下の到達レベルをもって合格の最低基準とする。

(1) トランジスタ・ＦＥＴの動作原理を理解することができる。

(2) トランジスタ・ＦＥＴの等価回路を理解しており、等価回路を用いて回路の

　　入出力関数を計算することができる。

(3) トランジスタ・ＦＥＴを動作させるための回路定数の設計ができる。

(4) ディジタル回路の原理を理解しており、ＮＯＴ回路、ＯＲ回路、ＡＮＤ回路の動作

　　原理を説明できる。

(5) 代表的な増幅器基本回路の増幅度の計算ができ、また設計することができる
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【オフィスアワー：授業相談】

適宜相談に応じるが、電子メールで事前にアポイントを取ること。

 

【学生へのメッセージ】

「もの作り」にたずさわる人にとっては勿論のこと、たとえハードウェアを扱わな

くてもシステムの動作を理解し、発展させるためには、電子回路の基本を十分理解

している必要があります。授業中にひとつづつしっかり理解してゆけば、難しい内

容ではありません。

【その他】

　


